
生活科部会 

Ⅰ、研究の概要 

１．研究主題 
 

 

 

 

２．主題設定の理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究仮説 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《研究の経過》 

＜平成１８年度〜平成２１年度＞ 

「子ども一人一人のよさや可能性をのばし、 

生きる力をつける生活科の創造」 

〜子どもの思いや地域を生かした 

体験活動を通して〜 

＜平成２２年度～平成２５年度＞ 

「子ども一人一人の気付きの質を高め、 

生きる力をつける生活科の創造」 

〜子どもの思いや地域を生かした 

体験活動を通して〜 

＜平成２６年度～平成２８年度＞ 

「子ども一人一人の気付きの質を高め、 

自立への基礎を養う生活科の創造」 

〜単元構成や支援、評価の 

あり方を通して〜 

＜平成２９年度～令和３年度＞ 

「子ども一人一人が見方・考え方を生かし、対

象への愛着を育む生活科を目指して」 

～単元構成・学習過程の工夫と 

教師の支援を通して～ 

 

 

【研究内容１】 

●「出会う・向き合う・振り返る」学習過程 

●「対象に繰り返し関わりながら学ぶ」単元構成 

子ども一人一人が見方・考え方を生かし、対象への愛着を育む生活科を目指して 

〜単元構成・学習過程の工夫と教師の支援を通して〜 

これまでの研究で明らかになったこととして、繰り返し対象と向き合うことで気付きの質の高

まりが見られたことが挙げられる。また、適切な支援を行えば児童の意欲関心が高まり、対象へ

の愛着も深まっていった。 

新学習指導要領において、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進めること

になったが、深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要となる。生活科の教科

目標にも「見方・考え方を生かし」という記述があり、石教研生活科部会としても見方・考え方

をどう育てていくのか研究する必要がある。 

対象（人・社会・自然）に繰り返し関わり、試行錯誤を行いながら体全体（頭・心・体）で学

んでいき、自分と対象との双方向性のある活動を構成することで知的好奇心や探求心を生み出

す。そうすることで、自らの思いや願いに支えられた体験が対象へのより深い理解につながった

り、地域のよさや自然のすばらしさ、自分のよさに気付いたりし、愛着を育んでいくと考える。 

 

 

 

気付きを生み出す学習過程を構成して、体験的な学習

活動を繰り返し行い、児童の気付きを自覚化させる適切

な支援を行えば、意欲や自信をもって考えを表現できる

ようになり、児童の見方・考え方が育ち、対象に愛着を

育むことができるであろう。 

【研究内容２】 

●気付きをもとに、見方・考え方を 

養うための教師の支援 

教師の言葉かけやコメント、ワークシートや付箋の活用 

 



Ⅱ－１．実践研究の経過 

１．中心グループによる実践研究の経過 
４月１６日 石教振第一次研究協議会・第１回生活科部会～研究体制確立・検証授業計画・授業者決定 
６月 下旬 おたる水族館との打ち合わせ 
７月２７日 第２回生活科部会～指導案検討 
８月 ６日 おたる水族館との打ち合わせ 
８月２３日 おたる水族館 Zoomお話会 
８月３１日 石教振第二次研究協議会・第３回生活科部会～おたる水族館と動画共有・指導案文書交流 

１０月１５日 石教研第二次研究協議会 
２月 上旬 石教振第三次研究協議会・第４回生活科部会～今年度のまとめ・次年度体制づくり 

※コロナ禍での集合開催が困難であったことから、授業者・授業責任者・推進委員を中心に準備を進め、経
過について石狩市の共有サーバーを使い、情報の共有化を図ってきた。 

 
２．専門部会第二次研究協議会での交流 
 
（１）専門部会第二次研究協議会での協議内容 
 
①検証授業の活動計画（２５時間扱い  本時２４/２５） 

時 児童の活動 教師の支援・【評価】・注意点 
１ ○めざせ生きものはかせ 

・家で飼っている生きものや今までに校区内で見つけた生きもの
について話し合う。 

・生きものがいそうな場所や捕まえ方を考え発表し合う。 

〇昨年の学習を思い出させる。 
【思・判・表】 
・これまでの経験を生かして、生きもの探しを計画している。 

２ 〇生きものを探してつかまえよう。 
・友達と情報交換をしながら生きものを探したり、捕まえたりす
る。 

・捕まえた生きものを持ち帰る。 

【知・技】 
・生きものの生息場所や生態がわかる。 
【気付き】 
・生きものに必要なものを考えたり、どんなところにいそう
か予想したりできる。 

３～
５ 

○生きものをかってみよう。 
・生きもののすみかやえさについて話し合う 
・飼い方について、生きものに詳しい人に聞いたり、図鑑や本を
見たりして調べる。 

・すみかを整えて育てる。 

【思・判・表】 
・生きものの飼い方、世話の仕方を調べたり考えたりしてす
みかをつくり、生きものの変化や成長の様子を表現してい
る。 

【主】 
・生きものを大切に思い、世話をしようとしている。 

６～
７ 

○生きもののことをつたえ合おう。 
・自分の飼っている生きものについて紹介し合うことについて話
し合う。 

・発表の準備をする。 
・クイズ、新聞、画用紙にまとめる 
・身体表現などさまざまな方法で発表する。 
・活動を振り返り、発表会の感想を伝えたり、ワークシートに記
入したりする。 

【思・判・表】 
・飼っている生きものを紹介する方法を工夫して考え、友達
の発表に関心をもって聞いている。 

【気付き】 
・友達の発表のよいところに気付いている。 

８ 〇なにをかんじたかな。 
・生きものを育てて思ったことや感じたこと、自分自身の成長な
どについて話し合い、学習シートに記入する。 

・観察期間が過ぎた生きものを自然にもどす。 

【知・技】 
・相手に伝わるよさや楽しさ、１年生にわかりやすく伝える
発表の仕方がわかる。 

【気付き】 
・生きものの変化や成長の様子、世話のしかたの違いや自分
たちと同じように命を持って成長していることに気付いて
いる。 

９ ○おたる水族館に行こう。 
・社会見学でおたる水族館に行くことを知らせ、そこで海の生き
物を観察してくることを伝える。 

・学級、班のめあてを話し合って決める。 

【主】 
・班で話し合いながら、社会見学の計画を立てている。 

10～
11 

○班で見てきたい生きものをきめよう。 
・班で見てくる生きもののどのようなところを見てくるかを話し
合ってきめる。 

・ワークシートに質問したいことを記入する。 

〇調べたいことを明確にするため、会話や言葉かけをする。 
【主】 
・興味ある生きものについて、自分の意見をもって話し合い
に参加している。ワークシートに進んで書いている。 

12 〇水族館に飼育員さんに聞いてみよう。 
・おたる水族館の飼育員さんに生きものの生態について聞く。 
・もっと聞いてみたいことを質問する。 

〇飼育員さんの思いに目が向くよう意識させる。質問のしか
たは、事前に練習する。 

【思・判・表】 
・海の生きもの特徴がわかる。相手の話を聞いて反応したり
しながら、コミュニケーションを意識して会話したり、聞
いたりしている。 

【気付き】 
・生きものの特徴や飼育の仕方、飼育員さんがどのような願
いや思いをもっているのか、考えながら聞いている。 

 
13～

18 
〇おたる水族館に行こう。 
・おたる水族館で海の生きものを観察して、メモしてくる。 

〇必ずメモするように声をかける。 
【主】 
・班で協力して生きものを観察しメモしている。 
 



19～ 
 20 

〇生きもののことをまとめよう。 
・観察してきたこと、質問して聞いたことをもとに発表すること
をまとめる。 

・１年生に自分が、一番伝えたいことを決める。 

【思・判・表】 
・同じグループの友だちと、わかったことや見つけたこと、
感じたことを話し合ったり、まとめたりしている。 

【気付き】 
・１年生に一番伝えたいことを考えて決めている。 

21 〇発表の準備をしよう。 
・発表のしかたや分担を決める。 
・１年生に招待状を出そう。 

【主】 
・生きものについて１年生にわかりやすく伝えようと考えて
準備をしている。 

22～
23 

〇発表のリハーサルをしよう。 
・２年生同士で発表をする。 
・他のグループのよいところを見つけて、気付いたことを付箋に
書く。 

・他のグループで見つけたよいところを発表し合う。 
・よいところを自分たちの発表にどう取り入れていくか話し合い
練習する。 

〇それぞれの発表から、よかったところや気が付いたことな
どを考えながら聞けるよう、付箋に書けるよう配慮する。 

【思・判・表】 
・１年生に一番伝えたいことをまとめ、わかりやすく発表し
ている。 

【気付き】 
・相手に伝わる発表の仕方に気付き、そのようにやってみよ
うとする。 

24 
本時 

〇1年生に生きもののことを教えよう。 
・発表のポイントを決め、１年生にわかりやすく伝えよう。 
・生きものを採集し飼育の仕方を調べ、飼育する。 
・前時の 2年生の交流で気付いたことやわかりやすく伝わる発表
のしかたを考える。 

【思・判・表】 
・社会見学で観察してきた生きものについてわかったこと、
気付いたことを自分の好きな方法で表現しようとしてい
る。 

【気付き】 
・１年生にわかりやすく伝わる発表の仕方や、班員のよいと
ころを見つけている。 

25 〇発表のふりかえりをしよう。 
・前時で１年生が書いた付箋を読み、自分のめあてが 1年生に伝
わったのか、どのようなことに気をつけるとよく伝わるのを考
え気付いたことをまとめて交流する。 

【気付き】 
・自分の成長や思いに気付いている。 

 
３．本時の目標 

 ・１年生にわかりやすく伝えたいという思いを持ち、相手にわかりやすく伝える工夫をして発表している。
【思考・判断・表現】 

・１年生に水族館の生きもの特徴、生態の違い、飼育員さんのことなどを紹介しようとしている。【主体的
に取り組む態度】 

 
４．本時の展開（２４/２５） 

児童の活動 ○教師の支援 【評価】 ＊留意点 

 
 
⓵本時のめあてをつかむ。 
 
 
 
 
②発表の仕方のポイントを確かめる。 
・大きな声で、ゆっくりはっきりと 
・相手に伝わる言葉で 
・相手の反応をみながら 
 
③ワークシートを見て、一人一人の「今日がんばること」
を確かめる。 

 
④1年生を迎え、あいさつする。 
 
 
⑤グループごとに発表を行
う。 

 
⑥授業を振り返る。 
・１年生の感想発表。 
・自分たちの発表を振り返る。 
・自分のめあてをふりかえり、ワークシートに記入し発
表する。 

 

＊体育館に集合し、グループごとに整列させる。 
〇生き物のことだけでなく、飼育員さんとの関わ
りでわかったことも知らせることを意識させ
る。 

 
 
 
＊ポイントを掲示し、声に出しながら確認する。 
 
 
 
＊ワークシートを活用できるよう、まとめておく。 
 
＊１年生は班に分かれ、班ごとに発表を聞きに行
く。 

 
＊１年生は班に分かれて２年生の各グループの発
表を聞く。（グループを回り、発表が終わったら
良かったところやわかったことなどを付箋に書
く。） 

○１つの班に１年生が多数集まらないように声を
かけて分散させる。 

【思考・判断・表現】 
相手にわかりやすく伝えることを考え、工夫し

て発表している。 
【主体的に取り組む態度】 
１年生に分かりやすく発表しようとしている。 

○何人かに感想や気付いたことを発表させる。 
○よい気付きや発見、感想を認める。 

 １年生におたる水族館の生きもののことや飼育員
さんのことを分かりやすく知らせよう。 



※緊急事態宣言やまん延防止等重点措置により、13～18／25 時「おたる水族館に行こう」は１１月に延
期となり、本時も石教研第二次研究協議会後となった。 

 
【授業者より】新型コロナウイルス感染症対策の影響で、この学年の児童は入学年度から様々な活動が制限
され、対象（人）と深く関わりを持つことが非常に難しかった。そのため、この単元では、まずは児童同士
が話し合うことやグループでの活動の機会を多くした。また、ICTを活用した「おたる水族館 Zoomお話会」
で水族館の飼育員の方との交流を行った。自分と同じ意見の人ばかりではないことに気が付いたり、対象
（人）への関心が高まったりなど、コロナ禍での工夫に対する成果が見られた。 

 

Ⅱ―２．授業分科会での協議内容 

《討議の柱》 

 

〇関わる対象が変わっていく単元構成は、子どもたちの気付きや愛着を広げていく上でどうだったか。 

 

〇コロナ禍における ICTツールは、子どもたちを取り巻く身近な「ひと・もの・こと」への関わりをどう変

えるか。 

 
《石狩サークルより》 

授業をするにあたって、コロナ禍で計画通りにいかないことが多くあり、指導案の本時までまだ学習が進ん

でいない。「めざせ生きものはかせ」の単元と社会科見学「小樽水族館見学」をつなげて構成したが、小樽水

族館見学が緊急事態宣言によりできていない。見学の前段階としてオンラインで飼育員さんの話を聞くとこ

ろまで実施しているので、そこまでの活動の様子を見ていただきたい。 

児童は１年生の頃からコロナ禍での学校生活となり、他の人とつながる経験が少ない。そこで、水族館の飼

育員さんにオンラインで話を聞いたり、調べたことを１年生に伝えたりする活動を取り入れ、少しでも他者と

関わる機会をもたせたいと考えた。 

社会科見学になかなか行けないことで、飼育員さんにオンラインで話を聞く活動を取り入れたが、水族館側

も見学の受け入れができない分、自分たちの仕事の様子や生き物のことを伝える場が欲しかったと快く受け

てくれた。児童を引きつけるのがとても上手な飼育員さんで、画面越しで話を聞いていた児童も最後まで集中

している様子だった。 

オンラインで交流するためのやりとりは何度か行ったが、話の内容はほぼお任せした。生活科の内容と水族

館見学は、本来直接は関連がない。今回の様子を踏まえて、内容や関連付けの仕方なども検討していけたらと

思う。 

単元の構成について、身近な虫から水族館の生き物への展開には、間に一段階必要かとの話も出た。もとも

と社会科見学としての水族館見学はこの単元とは別の位置付けなので、無理矢理つなげてしまったところも

ある。対象は変化したが、活動の仕方は身近な虫についてもグループ活動、水族館もグループ活動となるので、

グループでの活動の仕方を発展させていけるものと考えた。グループは調べたい生き物ごとではなく、生活班

を使うこととした。グループ内で意見が異なることを前提に、自分の意見を主張したり我慢したりしながら、

グループとして１つの考えにまとめていく経験もさせたかった。 

 

《話し合い》グループ交流～全体交流 

・コロナ禍で校外での活動が限られる中、オンラインで見学先とつなぐなど工夫していてよかった。終息後も

このような ICT機器は活用していくことになると思う。積極的に使っていきたい。 

・オンライン見学でつないだ小樽水族館の飼育員さんの説明が非常に上手だった。児童が集中して聞いてい

た。他の学校でも活用できる外部人材として情報を共有していきたい。 

・飼育員さんの話の中に命の大切さが入っていた。単元の中で、この場面で話してもらうのか、社会科見学後

など違う場面で話してもらう方が効果的なのか、検討したい。 

・実際に見学に行ったときも、事前に飼育員さんと出会っていることで親しみが増したり紹介された生き物へ

の関心が高まったりすると思う。オンラインだけでなく、実際の出会いや観察も大事にしたい。 

・社会科見学後も、オンラインでお礼を伝えたり手紙を書いたり今後もつながっていけるとよい。 

・次の単元「えがおのひみつたんけんたい」など働く人を対象に学習するときにも、このつながりが生かせる

のではないか。 

 



・対象が、身近な場所の虫から水族館の生き物と飛躍していたので、間に川や水辺の生き物など段階を踏むと

よかったのではないか。 

・対象が虫から水の生き物に広がったが、同じ生き物つながりで児童には違和感はなかったのではないか。 

・虫を対象にした活動の中に、虫に詳しい人の話を聞くなどを入れることも考えられる。 

・コロナ禍で計画が思うようにいかず、変更を余儀なくされる中、児童はモチベーションを保って学習に取り

組んでいたと思う。 

・単元のゴールに、調べたことを１年生に伝えるという活動があるのがよい。 

・グループ活動では、調べたい生き物ごとの編成だったのか既存のグループをもとに調べたい生き物を決めて

いったのか。どちらのやり方がよかったのだろうか。 

・生き物、特に虫を扱うとなると時期が限られるので、必要があれば学習する季節を変えることも考えられる。 

 

Ⅱ―３．市町村レポート交流 
 〈千歳〉 「 きれいに さいてね わたしの はな」 （１年） 

授業者  太田 実穂 教諭（千歳市立北陽小学校）  

 

来年度は中心サークルなので、それを見据えた取組を進めた。しかし、コロナ禍だったので、なかなか授業

を見ることができず、北陽小学校の皆さんにもたくさん手伝っていただいた。 

授業者としては、「生活科の大きな単元、そしてそのなかの小さな単元を繋げて授業をしていく」ことを大

切にして、授業づくりを進めた。単発になってしまいがちだが、つながりのある中の一つという意識をした。 

本時では、クイズを通してあさがおの変化に気付き、開花への期待をもって、続けてお世話ができるように

することをねらいとしている。さらに、春から続けてきたあさがおや探検など様々な学習をつなげて授業づく

りをした。また、国語や算数などの他教科でもあるように、学習の最初に前時の降り返りなどの導入、課題、

展開、まとめ、次時へのつながりを毎時間取り組んだ。 

そして、見方や考え方を養うという意味も込めて、児童の「花の色が青だったよ。」「私も青だったよ。」と

いった発言に「それは、比べたんだね。」と返したり、「葉っぱはざらざらだった。」「つるつるだった。」とい

った発言には「それは触るってことだね。」と教えたりすることで、生活科としての言葉を養えるように声か

けをした。児童の発言やつぶやきを拾うことを毎時間つなげていって、より視点を明確にできるような手立て

を考えた。他にも、例えるときに「ソフトクリームみたい。」や「たけのこみたい。」と児童の気持ちや表現を

捉えて進めていくことができた。 

今週行ったあさがおの最後の授業では、種→芽→葉→つぼみ→花→枯れる→種という一連の流れを確認して

いく中で「つる」についての疑問が生まれた。触った感じ、色、見た目など今までの観察ポイントを児童が自

ら気付き合うようになった。その興味をもった気持ちをそのまま活動につなげて、リースづくりを行った。 

今回の授業づくりを通して、児童が、何をしたらいいか、何をみたらいいか、何が違うかを主体的に考えて

動けるような引き出しをつくってあげたいと強く感じた。また、休み時間にとったあさがおの種を算数の繰り

上がりの学習や、かさの学習で活用したり、国語では生活科で書いたワークシートの文章をきれいに書き直し

たりと他教科とのつながりが深まった。生活科を通して、他教科にもつなげた学習ができたことが大きな成果

となった。 

 

 〈北広島〉 「 生きものを つかまえよう 」 （２年） 

       授業者  髙橋 成江 教諭（北広島市立東部小学校） 

 

 この単元は、生きものの特徴を予想して、生育場所や生態に合わせた道具を準備し、実際に捕まえて観察を

する学習である。さらに、観察したことをじっくりとカードに書き、その内容をもとに、一人一人が「虫新聞」

にまとめた。 

 本時は、児童が、驚きや喜び、発見が多く見られた。周りの子に嬉しそうに発見したことや感想などを伝え

たり、一緒に反応したりする姿がとても魅力的だった。教室での対話が難しい時期での学習であったので、屋

外でのびのびと学習できる環境は、知的好奇心が引き出されることにもつながったと考えられる。また、児童

が曖昧な表現をしたときに、詳しく表現ができるよう聞き返すことで、その子だけでなく、周りの理解にも繋

げることができた。中には、虫が入ったかごがゆれると、「酔っちゃう！」とつぶやいたり、虫の気持ちを考

えてかごの中に一緒に草や木、葉など、何を入れたらよいかを話し合ったりする姿が見られた。 

本時のまとめとして「虫新聞」をかいた時には、実際に体験したことをもとに、感じたこと、見つけたこと、

考えたことを表すことができていた。そして、実際に活動したことが、児童にとって良い経験となり、生息し



ていた場所や様子を発表することができた。なかなか、人との関わりがつくりづらい時期ではあったが、生き

物との関わり、友達との関わりを深めることができた。 

児童に活動させる中で、児童はいろいろなことに気付き、つぶやいている。授業者として、そのつぶやきを

拾いなが、学習を展開していくことで、さらに児童の理解が深まったり、考えが広がったりするということを

意識していかなければならないと感じた。 

 

 

 〈江別〉 「 作って ためして 」 （２年） 

        授業者  桐越 実知代 教諭 （江別市立中央小学校） 

 

この単元は、動くおもちゃを作って遊ぶ活動を通して、動きや遊びの工夫、面白さ、素材の特徴や不思議さ

に気付かせていく学習である。また、ルールを守ること、準備や片付け、掃除や整理整頓などを意識させるこ

とで、みんなと楽しみながらつくりだすことができるように授業づくりを進めた。 

さらに、教科書に載っている「まんぞくハシゴ」を計画的に活用した。これは、最後に活用することが多い

が、授業者と江別グループで協議して、授業の最初に「まんぞくハシゴ」を示し、授業後にどれだけアップで

きるかという「パワーアップ大作戦」として行うことにした。 

この手立てが、学級の児童にとって、とても分かりやすく合っていた。さらに、授業者の案によって点数を

つけ、理由を書かせる活動を加えた。それにより、理由の中に解決したかった具体的な課題に気付くことがで

き、改善点を考えるよいきっかけとなった。また、理由を発表することで、同じグループの子と考えを共有し、

改善することができた。グループ分けは、ゴム、おもり、磁石、風、空気など動力をもとにしていたが、さら

に細かくグループ分けをしたことで、より焦点化された課題解決を図ることができた。 

課題解決で使ったワークシートには、児童の作ったおもちゃをプリントし、実物に触らなくても話を進めら

れるようにした。実物は廊下に置いてあるので、休み時間に友達のおもちゃの上手なところやポイントとなる

ところを自発的に話し合ったり、褒めたりする姿も見られた。まんぞくハシゴの活用とワークシートの分かり

やすさがあったので、同じグループ内での課題解決、そして次時へのつながりができた。 

授業者としては、人との関わりや愛着を大切にした授業づくりを意識した。しかし、この状況なので、ソー

シャルディスタンスの声かけなど、活動への制限を痛感した。このような中でも児童は、おもちゃを作る、直

すなどの活動に毎時間真剣に取り組み、最後までやる気いっぱいで活動ができた。児童に興味関心、そして愛

着をもって学習を進めていた。今後の学習としては、１年生を招待し、おもちゃで遊ぶという交流に繋げ、さ

らに人との関わりや、おもちゃで遊ぶ面白さを深めていくことを考えている。 

 

  〈恵庭〉 「 きせつと なかよし はる なつ 」 （１年） 

授業者  西田 文栄 教諭（恵庭市立松恵小学校） 

 

この単元では、春に季節の草花や生きものに関わり、工夫して遊ぶことの楽しさを感じさせるため、公園や

学校で、草花や生きものに触れたり、自然の中で体を動かしたりして遊んだ。更に、夏は天候の違いに目を向

けさせ、それらを生かした楽しい遊びをつくりだすため、今回は水遊びを通して、自然の不思議さや美しさを

味わうことができるように工夫をしている。今までの活動を秋冬に、今回の水遊びに使う道具つくりを、２年

生で行うおもちゃづくりにとつながっていく。 

生活科の学習にあたって、出会いを大切に学習を進めていった。雨の日に合わせて雨音を聞かせたり、傘を

さして雨の中を歩いたりしたことから学習をスタートさせた。そして、雨から水遊びにつなげるために、１枚

のビニール袋を活用した。その袋と向き合い、穴をあけたり、水をためたりなど、水の面白さに気づく活動を

することで、水遊びへの関心を高めた。その他にも、児童の学びを増やすために、多くの材料を用意し、活動

の中間にも話し合い活動を入れることで、より充実した活動につながったと考えられる。 

水遊びは全部で２回行った。１回目の活動を振り返ることで多くのことに気付き、本時である２回目は、よ

り深く考えたり、楽しんだり姿が見られた。１回目はただ楽しんでいた児童が、２回目に向けて穴の開け方を

工夫するようになった。「水の飛び出し方」にポイントを置いて、話を広げていく姿もたくさん見られた。興

味を活動に生かすために、水遊びの道具についても話し合い、期待感を持たせ、本時へとつなげた。 

本時では、水の重さや感覚を楽しみながら遊ぶことができたが、道具を作ることに気持ちが偏ってしまった

子もいた。１年生としては、よく考えて楽しんでいる様子が見られたが、道具の他にも違う遊び方に目を向け

られると、さらに広がりが出ると感じた。 

 



《市町村交流全体を通して》 

全体を通して、さまざまな関わりをもとに、多くの気付きや学びを増やしていく児童の姿が見られた。児童

にとっての引き出しを増やすためにも、つぶやいた言葉や発言を聞き返し、結び付けていくことは今後も意識

していく。また、児童に合ったワークシートの作成や、「まんぞくハシゴ」などの振り返り活動を効果的に行

うことで、スムーズな思考構築や課題を発見することができた。そして、生活科と他教科とのつながりを持た

せ、長い目で児童の成長を見ていくことの大切さを改めて感じることのできた交流会だった。 

 

Ⅲ．教育課程の研究 
昨年度に引き続き、改定された新学習指導要領における教育課程の展開編の単元一覧や指導計画を実施

することができた。第２学年も新しい教科書を使用している最中である。新型コロナウイルス感染症の広が
りにより、各校で本来の教育課程を推進していくことが難しい状況となっているが、子どもの学びを保障す
るよう、調整し、訂正しながら今後に向けて改善していきたい。 

 

Ⅳ．理論研修会 
「コロナ禍における生活科の在り方～瀬尾先生の実践を踏まえて」 

講師 瀨尾 祐貴氏  名寄市立名寄小学校 教諭 

 

１． 研修の内容 

 

 第１部 「生活科充実のポイント」 

 生活科は時として批判の対象となることがある。「活動あって学び

なし」という言葉はその最たる例だ。そもそも生活科という教科はど

のような特質を持つ教科なのか。我々生活科部会員はこの部分を改

めて丁寧に捉え直す必要がある。 

（瀬尾氏のスライドから引用） 

 

 第２部 「一人一台端末の活用」 

 道東の小学校ではロイロノートがインストールされている

学校がある。「ロイロノート」とは授業支援クラウドアプリ

のことである。この中には数多くの思考ツールが用意されて

おり、書くことが学びの阻害となる場合がある低学年児童に

は直感的かつ論理的な思考を促せることが分かった。 

 

 第３部 「スタートカリキュラム」 

 先進的な取組事例を数多く発信している横浜市の事例をも

とに、学校だけではなく自治体単位で幼保小の連携を図って

いくことが肝要であることを発表していただいた。 

 

２． 研修会の成果と課題 

 

 研修後のアンケートでは、多くの参加者から大変有意義だったとの評価をいただいた。特にスタートカリキ

ュラムについては、「幼稚園・保育園から進学してくる児童が安心して生活を営むため」ではなく、「児童がこ

れまでに培った資質能力をベースに、いかにして引き出すことができるか」というマインドチェンジを迫られ

ることとなった。管内の多くの小学校でも「スタートカリキュラム」は行われているが、実態としては形骸化

してはいないだろうか。このような視点からも、本研修会が実践に即した内容であり、教師がより深い知識を

得る場となったといえるであろう。オンラインでの開催は理論研修会の枠を広げたと言える。今後も対面・オ

ンラインを状況とニーズに合わせて選択し、よりよいものを部会員へ提供していきたい。 

 

 

 

 



Ⅴ．部会研究の成果と課題 
 

１．成果 
今年度も、昨年度に引き続き、コロナ禍での研究となり、例年通りの研究体制をとることが難しい状況で

あった。しかし、各市町村で、工夫を凝らした形で実践を積み重ねることができた。本年度は、研究２年度

であり、「子ども一人一人が見方・考え方を生かし、対象への愛着を育む生活科を目指して」という主題で

研究を進めた。 

研究内容①の「出会う・向き合う・振り返る」の学習過程においては、コロナ禍における中であるが、ど

のサークルでも対象事物へと繰り返し出会わせる工夫がなされていた。互いの思いや願いを尊重しつつ活

動の方向を決め、活動を創り出していくという体験が，児童の社会性や人間性を高めていく上での大切とな

る。 

研究内容②の「気付きをもとに、見方・考え方を養うための教師の支援」では、支援のツールとして ICT

機器を活用する報告がされていた。ICT機器を適切に活用していくことで、子どもの気付きをより明確にす

るために写真や動画で対象を観察したり、Google Meetを用いて遠く離れた人との交流をするための手立て

としたりして、教師の支援を補助するための教具として効果的であることが感じられた。 

 

２．課題 
今年度も、どの市町村もねらい通りの形で授業研究を進めることができなかった。しかし、新たに導入さ

れた端末などの教具を活用して、授業実践を積み重ねることができた。 

新型コロナウイルス感染症の影響がどのくらい続くのか先が見えない中、できることを今後も模索して

いかなければならない。 

 

（文責 吉田 聡史） 

 

 

 


